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１２月の体験活動イベント 子どもたちの体験活動を応援します！

6日（土）
１３日（土）～１４日（日）
１６日（火）～
20日（土）～21日（日）

北栄町じんけんフェスティバル
鳥取クリスマスマーケット２０２５in倉吉
新年だヨ！全午集合
燕趙園のイルミネーション「上昇輝龍」

（大栄農村環境改善センター）
（エースパック未来中心）
（鳥取県立美術館）
（燕趙園）

中部のヒト･モノ･コトを訪ねて 中央公民館大栄分館（北栄町）

ちゅうぶくんが行く！

もうすぐ建て替え工事に入る、中央公民館大栄分館に行ってきました。
この日は公民館建て替え前の最後の大きな行事、魚つり大会でした。大栄分館の前の川
をせき止めて、１日限定の釣り堀にし、放流したニジマスを釣る大会でした。
参加者と、ボランティアを合わせて約６0人と、とても賑やかでした。釣れなくても、持ち帰り
用のニジマスがもらえることになっていましたが、みんな時間いっぱい、最後まであきらめず
に、釣りに挑戦していました。約１時間の釣りでしたが、たくさんの大人の見守りの中で、みん
な安全に活動できました。釣れても釣れなくても、子どもたちはとても楽しそうでした！

写真：ヒメジュウジナガカメムシ（琴浦町赤碕）

鳥 取 県 中 部 の 社 会 教 育 を つ な ぐ 、ひ ろ げ る

魚が釣れなかった子どもたちは、
とても悔しかったと思います。でも、
考え方を変えれば、自然相手では、
何でも簡単に思い通りにはいかな
いという、貴重な体験ができたの
ではないかと思います。
これこそが、自然体験活動の良
さですね。
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もっと知りたい！

教えて、ちゅうぶくん！

学校運営協議会って、何？

こども会議 １１月１３日（木） 浦安小学校

「地域とともにある学校」の取組の充実に向けて、
浦安小６年生の子どもたちと、学校運営協議会のメ
ンバーを中心とした地域の大人が一緒に語り合う
場として初めて、「こども会議」が開かれました。
子どもたち５～６名の班に、大人が１～２名入って、

「誰もがつながり合う浦安地区にするために、どん
なことをしたらいいだろう」という議題で話し合いま
した。子どもたちは、前もって自分の意見を準備して
いて、話し合いはとてもスムーズに進みました。私の
班では、ボッチャやお菓子作りで交流したいという
話にまとまり、代表の子が、まとまった意見をタブレッ
トに入力して発表しました。
「あいさつ」「海岸のゴミ拾い」「おはなし会」など、

どの班も大人まかせではなく、自分達が実際にでき
そうな内容を提案していたのが、とても良かったと感
じました。中でも印象的だったのは、映画・にらめっ
こ・じゃんけん・お菓子作り・交流会などを盛り込ん
だ「浦安マルシェ」という提案でした。、楽しいことを
たくさんしようという、子どもならではの提案でした。
今回の「こども会議」を終えて、「地域とともにあ

る学校」の取組として、子どもたちの声を実現させ
たい！という話を、学校運営協議会の会長さんから
聞きました。どのような取組になるのか、とても楽し
みです！

～大掃除でラッキー！～

【あとがき】 「湯梨浜カレープロジェクト完成披露会！」
湯梨浜中学校の有志の生徒たちと、地域の皆さんが
一緒に取り組んだ、湯梨浜カレープロジェクトの完成披
露会がありました。午前・午後の２回に分けて、約７０名
の参加があり、平井知事も様子を見に来られました！
食べる前に、カレーライスとデザートについて、中学
生から説明がありました。カレーライスの名前は「梅ぇ
東郷池カレー」。ご飯は陶器の型で、東郷池の形になっ
ていました。お米は中学生が植えた星空舞を、ルーには
特産の梅をはじめ、湯梨浜町産の食材が使われていま
した。デザートには、羽合で盛んなフラダンスにちなみ
「フラッシー」と名付けた、梅を使ったラッシーがありまし
た。どちらもとても美味しかったです。
地域の皆さんの支えを受けながら、中学生が主体的
に活動している点が素晴らしく、また食べ物を通して地
域の食材や特産物を知ることもでき、とても魅力的な取
組だと感じました！

保育園 幼稚園
こども園

小学校

家庭、学校、地域の
連携、サポートが大切

小鴨コミュニティセン
ター事業では、小学校
に入学する前から保護
者同士、子ども同士を
つなぐ活動として、この
講座を実施されていま
す。。

「こども会議」では、先生の
話や指示は少しだけで、他は
すべて、子どもたち主導で進
められていました。内容も、子
どもたち主体での活動が提案
されており、子どもたちの主体
性が育まれていることが伺え
ました。地域としても、とても頼
もしい存在ですね！

。

対話

意見交換

コミュニ
ケーション

学び

誰かに何かを
してもらうのでは
なく、自ら学び、自
ら作り上げていく
「ほくラボ」は、地
域をよくしようとい
う主体性を高める、
素晴らしい取組
ですね！

学校運営協議会は、教育委員会が、学校や地域の実情に応じて設置しま

す。委員は、保護者代表・地域住民などです。学校運営への必要な支援に関す
る協議をします。
学校運営協議会が設置された学校では、学校や子どもたちの教育に対する
保護者・地域住民等の理解が深まり、相互に連携・協働する場面が増えていま
す。また教育課程の充実につながる効果的な地域連携の取組が増えるなど、学
校運営の改善にも大きな効果がみられます。

平井知事と記念写真

地域

学校

ご飯は東郷池の形
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